
 
 

 

テーマ ：「若手社員の現状に関する心理的側面と人事的視点」 

報告者 ：松本 典子氏 

日 時 ：2008 年 9 月 24 日（水）19：00～21：00 

場 所 ：キャンパスプラザ京都 6 階 第 1 講習室 

【ＪＲ京都駅ビル駐車場西側】 

 

 
  

９月は、ある大手電機メーカーの人事社員として人材育成を担当し、多くの技術者

と接しながら仕事をしている松本典子さんにお話し頂きます。人事の役割として組織

から要請されることと、臨床心理的な側面で若手技術者の現状を捉え、彼らの悩み、

とまどい等を理解しようとする立場とのギャップの中で、葛藤している様子を伝える

ことを通じ、現代社会の抱える課題等をディスカッション致します。 

 

 

（講演者のプロフィール） 

1987 年、理学部数学科卒業後、大手電機メーカーに入社。半導体分野の技術者として、

約 10 年間、研究所に勤務後、開発センターの企画リーダーを経て、2003 年、人事部門に

異動し、主に技術者の採用、人材育成を担当。 

2005 年、一念発起して、立命館大学大学院応用人間科学研究科に入学し、社会人を継続

しながら、2007 年 3 月に卒業。2007 年４月からは本社で、技術者の人材育成に関する戦

略企画業務を担当する一方、同年、臨床心理士の資格を取得し、現在に至る。 

 

 

主催：立命館大学人間科学研究所・対人援助学会準備会 

問合せ先：立命館大学人間科学研究所（人文社会リサーチオフィス内） 

           〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1 

          TEL：075-465-8358 FAX：075-465-8245 

          E-mail：ningen@st.ritsumei.ac.jp 

参加無料／事前申込不要 


